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皿 社会科教育40年ー 何が問題にされたか 一





























を跡づける論述であるが、小学校、中学校、高校と校種別にキー・ ワ ー ドを配して、総合的な社
会認識の形成を視座に見据えながら、諸々の社会科教育実践を分析している。第5章では、「人
類の課題と世界史」「国際化社会における社会科の課題」「議会制民主主義と社会科」 「平和・
自由の主体形成と
“
日本文化
”
」 「環境問題と社会科」「経済社会の成熟化と社会科」「米国公
民の形成と人権を中核とする社会科教育」をテ ー マとして、現代の課題を見据えての社会科教育
の目標・内容・方法をそれぞれの執筆者が論じている。第2節は森茂氏による副題に「人類益」
の追求にむけてを付した論説だが、社会科の目標構造を「人類益の課題＝人類の追求、社会科の
人間像＝世界市民の育成」「社会科の目標＝①同時代意識②地球感覚③異文化理解④以上の3点
を身につけて地域で行動する能力」と提起している。第6章では、アメリカ、西ドイツ、イギリ
スの社会科が人類の課題にどう対応しようとしているかを、江口、大友、宮薗3氏がそれぞれを
論じている。江口氏は、この論孜で、 ‘‘国際化時代の社会科の使命は、異質性を排除することで
はなく、生かすことである
”
と提起し、アメリカ社会科の歴史と現状からの学ぶべき点を指摘し
ている。紹介に紙幅を費やしてしまい、それとても十分でないのは、筆者の非力によるもので、
ご容赦いただきたい。蛇足だが、本書を一つの跳躍台として本学会の質量がさらに飛躍すること
が梶・横山両先生への最大の贈り物となろう。本書に拙文を書いた著者の自戒をこめての檄であ
る。 （上越教育大学）
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